

































『私はこの頃『正教』という宗教を聴いて居るがこれは同じ耶蘇教でも舊教でもなければ新教でもな 開教の初から今日まで完全無欠の教義を継承して萬古不易なる宗門である故に之を『正教』と云ふのである。君如何じゃ試みに聴いてみては』と熱心に勧められた。その時自分は『正教』の二字が最も強く心線に響いてえも言はれぬ深い印象を受けた。殊 自分 多年渇望した、天下に是非なければならぬ完全無欠の教法 云ふ 俄に聴講の望が胸の中に湧いたばかりでなく、それと共に天下の完全な宗教はこれに相違な と固く信じた。 」　
つまり中井先生がいうには「私は正教会というものが























































































































の日記の中にあるものです。 「露館」とは二人が翻訳室として使っていた部屋のある建物のことです。 「奉事経」とは司祭たちが今も使用している聖体礼儀や晩祷にはかかせない祈祷書です。 「希語」 とはギリシャ語のことです。つまり、聖書だけではなく祈祷書を翻訳する時も、きちんとギリシャ語を見ているという所に注目したいと思います。単にスラブ語の祈祷書を機械的に翻訳したのではない、ということです。 「論じて未だ決せず」とありますから、二人が意見を戦わせ いるこ がわかります。　「
アンゲルを神使、或いは天使と訳する事に付きては
































る所は之を改めん 欲し、今夜 翻訳前、主教 対して議する所あり〈必要なら改めようという姿勢をもって中井師と聖ニコライが論議したというこ 〉 。
主教は、グ
レチヤ原本〈ギリシャ語の新約聖書〉に就きて一々調査せられたれども、其の文義に関する者は原文 符合せること恰も写真の如く…改正の必要を認めず。 只、 マトフェイ七章十二節中、主客の用語
〈主語と客語の使い方〉 、







ならず、元、此の主語なくして有るが如くに解するべき所なれば〈も もとギリシャ語は、主語というもの 無くても動詞の変化型で主語がわかるようになっている言語でし 、この原文にも主語はありません〉
、之を加ふ


















ひねっているニコライを見て 答えが出るまで待つのではなく、少しでも手助けした と思ったのでしょう、リシャ語修得の意志があることを告白しまし 〉
、先ず











































「尼師」とは「ニコライ師」という意味です。風邪を引いたので早く風呂に入って寝なければならないので八時までで切り上げた、ということです。いつもは九時半まで翻訳する すが、風邪で調子が悪いので この日は一時間半はやく終わっ わけです。調子が悪 の 最初から休めばいいのに… と私などは思いま が、しかし、少しでも前に進んでおこうと、翻訳の仕事に取り組んでいます。それだけ翻訳 情熱を注い いたのニコライの永眠直前ま 行われ 翻訳業　
実は聖ニコライが永眠する前後の中井木菟麿の日記が




書斎の中…に、花経の日本文の写本があります。悉く皆訳されているが、唯校合を終わらぬ。…中井さんに…直ちに此へ来るように云ってください…』 。余は、中井さんを呼んで大主教の命を伝えた。中井さんは戦場の喇叭を聞いた軍馬の如くに喜ん …。 」　
聖ニコライが病院に入院してからは翻訳の仕事は中断
されていたわけです。中井先生の心は苦しかったと思います。しかし、翻訳を始めると聞いて ものすごく喜び勇んでいる様子がこれ わかります。　「（二月三日）…中井氏は日本語訳を読み、大主教は別





というのは、 「五旬経」のことです。 「五旬経」というのは、復活祭から五旬祭という祭の間（五旬節）に使われる祈祷書です。すでに 略」という本は作られていました。五旬節 中の土日のみの祈祷文を集めたものです。そうではなく、平日のものも含めたすべての祈祷文、いうなれば「 経全」が完成したわけです。ところが、この訳了 筈の 「五旬経」 が印刷されないまま、今日に至っています。今 って こ 時 原稿がどにあるのか不明 もはや関東大震災で消滅してしまったのか、どこか 書庫に眠っているのか。 これが発見されたら大発見だと思います。死の直前 やっと完成した翻訳が印刷されず世に出ないままであるというのは、本当に悲しいことです。　
聖ニコライが永眠したのは二月十六日のことです。そ






















































易の定理、従いて堅立すべきものなり。凡その信徒は聖堂に登りて奉事に参祷せし間に於いて定理教訓を解得して自ら信徳に進む。平常多業にして教義を研究する余暇を得ざるものと雖、祈祷中に教示せらるる所によりて、神言を味ひ、定理を研究するに至るものとす〈 般の信徒は、通常、仕事で忙しくて教義を研究 る時間は いかもしれないが、祈祷に参祷することによって神の言葉を味わい、定理も学ぶことができる、つまり祈祷中 信徒は正教会の勉強が出来 、聞い い 祈祷文をよく吟味すれば、正教会が何たるものな かがわかってくる、ということです〉
。而して我等は此の事業に就く。慎重
にして事に従わざるべからず。此の業は思ふに 二年を費やすべし。之を畢へて後 四旬斎 奉事式、月課経、諸祈祷式等あり。最後を旧約とす。旧約 成る日は年、正に八十に及ばんとす。是に於いて、逝世 期も俄に至らん、云々。
〈この聖なる八調経を訳した後、残り












なんだ」と思って夜わざわざ出 けていって山茶花を買ってきて植えた、つま 記念植樹したわけで 。中井先生は、何か堅い信念があって、何事も動じ い、堅い人物、というイメージがあるの その 方、非常に素直な方だ たのかなと感じます。今 「記憶すべき日だ」と言われたら、 「そうなんだ」 素直に受け入れて行動を起こす人だったのです。　
だから私たちは、八調経を読む時に、単 サラサラ読






言っているのかわか ないかもしれません。少し解説します。この中の「楽園」というのは、 「エデン 園」ことです。では、この 「我を」 とは誰のことかというと、「アダム」です。 「樹」は何を意味するかというと、 「禁断の樹」です。神様が食べてはならない 言った筈の樹の実を食べてしまった、つまり罪を犯した結果 アダムとエワは、エデンの園に居られなくなって 「逐い出さ 」ました。　
二行目の「爾、釘せられし」とは、つまり「ハリスト






が、二行目の「我」とは一体誰のことでしょう。そう、この「我」は、これを読み、聞いている「私たち一人一人」です。ということは、一行目の「我」も、もはやアダムではなく「私たち一人一人」を意味しています。私たちは、今も、 楽園（エデンの園） 」の外にいて、罪深い世の中で生きています。しかし、ハリストスを信じることによって 罪がゆるされ、神の国（楽 に入ることができるのです。 「アダム」というの 固有名詞ではなく、一般名詞、つまり 「人間」 「人類」 という もった言葉で正教では使用されます。　
さらにもう一つ、
一行目の 「樹 （き） 」 は、 「樹木」 の 「樹」









































て「聖ニコライの翻訳にかけた情熱～中井木菟麿の日記より」とタイトルをつけてお話してきました。今まで見てきましたように、本当に情熱をかけて聖ニコライと中井木菟麿師は翻訳に取り組んでいました。しか 、私としては実は「情熱」という言葉は、あまり っくりきていません。 もっと別の言葉がないかなと思っ のですが他にいい言葉が出てきませんでした。本当は「熱き心」と言ったほうがよかったかもしれません。 された聖書・祈祷書には、 「熱 心 が込められています。しかし、これは、単にニコライという個人がもってい 「熱さ」ではありません。今も 聖ニコライをとおして私たち与えられる神 聖神の「温熱」です。 「信 温熱」です。　
翻訳というのは、単に言葉を別の言葉に移し替えると
いうことではなく、 「正教」と う「聖なる教え」を伝えることのできる「聖なる 葉 を生む こ なだと思 ます。私たちは 二人が生みだ たこれらの子











































とお知恵をお授けくださった島根大学の竹田健二教授、日記閲覧のためにおはからいくださった懐徳堂センターの福田一也氏、井上了氏、な びに大阪大学図書館の方々、そしてこ 講演会を開 にあたり大変お世話になりました湯浅邦弘教授に、心より感謝申し上げます。 ）
聖ニコライの翻訳にかけた情熱 ― ダヴィド水口優明
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